
第
十
九
回

北
前
船
で
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
を
確
立
〜

ブ
ル
ー
・
オ
ー
シ
ャ
ン
戦
略
を
実
践

　

北
前
船
は
、
大
坂
や
兵
庫
か
ら
瀬
戸
内
海
、
下
関
を

回
っ
て
日
本
海
沿
岸
の
北
陸
、
東
北
各
地
、
さ
ら
に
は
蝦

夷
地
を
行
き
交
う
大
型
船
。
当
時
と
し
て
は
最
大
級
の
千

石
積
が
主
流
で
、
物
資
の
大
量
運
搬
に
と
ど
ま
ら
ず
、
上

方
の
特
産
物
を
寄
港
地
で
販
売
す
る
と
と
も
に
、
寄
港
地

ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
特
産
物
を
売
買
し
て
い
く
国
内
貿
易

船
で
も
あ
っ
た
。
船
頭
の
才
覚
次
第
で
、
一
回
の
航
海
で

千
両
以
上
（
現
在
の
一
億
円
程
度
）
稼
ぐ
こ
と
も
可
能

だ
っ
た
と
い
う
。
北
前
船
は
物
流
の
大
動
脈
の
役
割
を
果

た
し
、
い
わ
ば
花
形
の
成
長
産
業
だ
っ
た
。

　

二
十
七
歳
に
な
っ
た
嘉
兵
衛
は
自
分
の
船
の
建
造
に
乗

り
出
し
、
翌
年
、
千
五
百
石
積
の
「
辰
悦
丸
」
が
完
成
し

た
。
既
存
の
北
前
船
を
は
る
か
に
上
回
る
巨
大
船
だ
。

「
高
田
屋
」
の
屋
号
を
掲
げ
、
兵
庫
を
本
店
と
し
て
、
箱

館
に
支
店
を
開
設
し
た
。

　

辰
悦
丸
は
、
兵
庫
で
酒
、
塩
、
藍
、
綿
布
な
ど
を
積
み

島
を
脱
出
、
嘉
兵
衛
の
も
と
に
走
っ
た
。

　

嘉
兵
衛
は
樽
廻
船
の
船
乗
り
と
し
て
働
き
始
め
た
。
樽

廻
船
と
は
、
灘
の
酒
の
樽
を
運
ぶ
船
の
こ
と
。
こ
の
少
し

前
の
時
期
が
田
沼
時
代
。
商
業
経
済
が
発
展
し
、
江
戸
の

消
費
需
要
は
増
大
し
て
い
た
。
兵
庫
は
江
戸
へ
の
海
上
輸

送
の
拠
点
と
し
て
大
い
に
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。

　

嘉
兵
衛
は
淡
路
島
時
代
の
経
験
を
活
か
し
、
た
ち
ま
ち

頭
角
を
現
し
て
い
く
。
江
戸
へ
の
航
路
は
太
平
洋
の
荒
波

を
超
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
風
や
潮
流
を
し
っ
か

り
と
読
む
観
察
眼
と
判
断
力
、
高
度
な
操
船
技
術
が
必
要

だ
っ
た
が
、
嘉
兵
衛
の
腕
は
抜
き
ん
出
て
い
た
。
毎
年
の

新
酒
出
荷
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
樽
廻
船
の
江
戸
到
着
一
番
乗

り
を
競
う
レ
ー
ス
が
行
わ
れ
、
嘉
兵
衛
は
毎
回
優
勝
し
て

多
額
の
賞
金
を
獲
得
し
た
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
活
躍
に
よ
っ
て
、
兵
庫
に
来
て
わ
ず
か
三
年

後
に
は
二
十
五
歳
の
若
さ
で
沖
船
頭
（
雇
わ
れ
船
長
）
に

出
世
し
た
。

　

嘉
兵
衛
の
次
の
目
標
は
、
自
分
の
船
を
持
つ
こ
と
だ
っ

た
。
そ
れ
も
北
前
船
で
あ
る
。

江
戸
航
路
レ
ー
ス
で
毎
年
優
勝
〜

異
例
の
ス
ピ
ー
ド
出
世
で
船
長
に

　

江
戸
時
代
後
期
、
海
で
商
才
を
発
揮
し
、
一
代
で
日
本

有
数
の
豪
商
に
上
り
つ
め
た
男
が
い
た
。
高
田
屋
嘉
兵
衛

で
あ
る
。
北
前
船
ビ
ジ
ネ
ス
で
大
躍
進
を
遂
げ
て
、
箱
館

や
千
島
列
島
の
開
発
に
貢
献
、
さ
ら
に
は
日
本
と
ロ
シ
ア

の
紛
争
を
解
決
に
導
い
た
人
物
だ
。

　

嘉
兵
衛
は
一
七
六
九
年
、
淡
路
島
の
貧
し
い
農
家
に
生

ま
れ
た
。
少
年
時
代
は
隣
村
に
奉
公
に
出
て
漁
師
の
下
働

き
や
小
間
物
の
商
売
身
習
い
な
ど
を
し
て
い
た
が
、
奉
公

先
の
村
の
若
者
た
ち
か
ら
「
よ
そ
者
」
と
し
て
い
じ
め
に

遭
っ
て
い
た
と
い
う
。

　

や
が
て
二
十
二
歳
に
な
っ
た
嘉
兵
衛
は
、
村
の
有
力
者

で
あ
る
網
元
の
娘
と
恋
愛
関
係
と
な
っ
た
。
村
の
若
者
た

ち
に
と
っ
て
高
嶺
の
花
を
、
見
下
し
て
い
た
「
よ
そ
者
」

が
奪
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
怒
っ
た
若
者
た
ち
に
襲

撃
さ
れ
そ
う
に
な
る
に
及
ん
で
、
嘉
兵
衛
は
兵
庫
（
現
在

の
神
戸
市
）
に
出
奔
し
た
。
娘
も
日
を
ず
ら
し
て
密
か
に

岡
田 

晃

大
阪
経
済
大
学
特
別
招
聘
教
授
・

経
済
評
論
家

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
中
小
企
業
経
営

〝
ブ
ル
ー
オ
ー
シ
ャ
ン
戦
略
〞で
不
屈
の
挑
戦
・
高
田
屋
嘉
兵
衛
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岡
田 

晃
（
お
か
だ 

あ
き
ら
）

一
九
七
一
年
、
慶
応
義
塾
大
学
経
済
学
部
卒
業
後
、
日
本
経
済
新
聞
社
入
社
。

編
集
委
員
を
経
て
、
テ
レ
ビ
東
京
出
向
。「
ワ
ー
ル
ド
ビ
ジ
ネ
ス
サ
テ
ラ
イ

ト
（
Ｗ
Ｂ
Ｓ
）」
マ
ー
ケ
ッ
ト
キ
ャ
ス
タ
ー
、
同
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
Ｎ
Ｙ

支
局
長
、
テ
レ
ビ
東
京
ア
メ
リ
カ
社
長
、
理
事
・
解
説
委
員
長
。
二
〇
〇
六

年
か
ら
大
阪
経
済
大
学
客
員
教
授
。
二
〇
二
二
年
、
同
特
別
招
聘
教
授
。

込
み
、
出
羽
国
酒
田
で
米
を
買
っ
て
箱
館
に
向
か
う
。
帰

路
は
、
蝦
夷
地
の
魚
や
昆
布
な
ど
の
海
産
物
を
大
量
に
買

い
入
れ
、
上
方
で
売
り
さ
ば
い
て
い
っ
た
。
北
前
船
ビ
ジ

ネ
ス
で
は
新
規
参
入
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
当
た

り
。
持
ち
船
を
増
や
す
な
ど
事
業
は
急
速
に
拡
大
し
、
わ

ず
か
数
年
で
巨
万
の
富
を
築
い
た
と
い
う
。
そ
の
成
功
に

は
三
つ
の
秘
訣
が
あ
っ
た
。

　

第
一
は
、
嘉
兵
衛
な
ら
で
は
の
「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
技

術
」
だ
。
だ
れ
に
も
負
け
な
い
操
船
技
術
だ
け
で
な
く
、

消
費
者
の
ニ
ー
ズ
を
つ
か
ん
だ
商
品
の
仕
入
れ
や
販
売
な

ど
商
売
の
や
り
方
で
も
他
の
業
者
を
圧
倒
し
、
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
の
立
場
を
確
立
し
て
い
っ
た
。

　

第
二
は
、
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
だ
。
巨
大
な
辰
悦
丸
自
体
が

一
つ
の
ブ
ラ
ン
ド
だ
っ
た
が
、
そ
れ
に
加
え
新
た
に
商

標
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作
っ
た
。
高
田
屋
が
扱
う
商
品
の
品

質
に
は
定
評
が
あ
っ
た
た
め
、
商
標
と
相
ま
っ
て
高
田
屋

の
信
用
を
高
め
た
。
高
田
屋
の
商
標
が
つ
い
た
積
み
荷

は
、
役
人
の
検
査
な
し
で
陸
揚
げ
が
許
さ
れ
た
と
い
う
。

　

第
三
は
、
箱
館
を
蝦
夷
地
の
拠
点
に
し
た
こ
と
だ
。
当

時
の
蝦
夷
地
の
中
心
は
松
前
だ
っ
た
が
、
松
前
藩
の
お
ひ

ざ
元
で
松
前
商
人
が
商
圏
を
握
っ
て
い
た
。
一
方
、
箱
館

は
開
発
が
遅
れ
て
い
た
が
、「
綱
知
ら
ず
の
港
」
と
言
わ

れ
る
天
然
の
良
港
だ
っ
た
。
ま
た
幕
府
が
蝦
夷
地
開
発
に

動
き
出
し
箱
館
に
役
所
を
置
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
箱
館

に
目
を
つ
け
た
の
だ
。

　

他
社
と
の
競
合
を
避
け
、
箱
館
と
い
う
新
し
い
商
圏
を

開
拓
し
て
い
く
―
―
今
で
言
う
「
ブ
ル
ー
オ
ー
シ
ャ
ン
戦

略
」
で
あ
る
。
箱
館
の
海
は
嘉
兵
衛
に
と
っ
て
文
字
通
り

「
ブ
ル
ー
オ
ー
シ
ャ
ン
」
だ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

箱
館
・
千
島
の
開
発
に
貢
献
〜

露
に
抑
留
さ
れ
る
も
、
紛
争
解
決
に
尽
力

　

箱
館
で
の
事
業
は
高
田
屋
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
支
え
る
屋
台

骨
と
な
っ
て
い
く
。
一
八
〇
六
年
に
は
箱
館
が
大
火
に
見

舞
わ
れ
、
高
田
屋
も
含
め
町
の
半
分
が
焼
失
し
て
し
ま
っ

た
が
、
嘉
兵
衛
は
被
災
者
救
済
に
奔
走
し
、
復
興
事
業
に

力
を
尽
く
し
た
。
現
在
の
函
館
の
町
は
嘉
兵
衛
に
よ
っ
て

礎
が
築
か
れ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

嘉
兵
衛
は
事
業
の
場
を
さ
ら
に
千
島
列
島
へ
と
広
げ
て

い
く
。
幕
府
の
蝦
夷
地
開
発
に
協
力
し
て
、
国く

な

後し
り

島
か
ら

択え
と

捉ろ
ふ

島
に
渡
る
航
路
を
新
た
に
開
拓
し
た
（
一
七
九
九

年
）。
当
時
、
国
後
島
に
は
松
前
藩
の
出
先
機
関
が
置
か

れ
北
海
道
本
島
と
の
往
来
も
盛
ん
だ
っ
た
が
、
国
後
と
択

捉
の
間
の
潮
流
は
急
な
た
め
、
渡
航
が
困
難
だ
っ
た
。
嘉

兵
衛
は
持
ち
前
の
潮
流
観
察
と
操
船
技
術
で
こ
れ
を
克

服
、
択
捉
島
の
開
発
が
前
進
し
た
。
択
捉
で
は
島
内
に
十

七
の
漁
場
開
設
な
ど
の
事
業
も
進
め
、
島
に
住
む
ア
イ
ヌ

か
ら
も
信
頼
さ
れ
る
存
在
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　

こ
の
頃
、
日
本
と
ロ
シ
ア
の
関
係
が
悪
化
し
て
い
た
。

千
島
列
島
伝
い
に
南
下
政
策
を
と
る
ロ
シ
ア
が
一
八
〇
七

年
、
樺
太
（
サ
ハ
リ
ン
）、
択
捉
島
な
ど
に
あ
る
幕
府
の

出
先
機
関
や
船
を
攻
撃
す
る
事
件
が
起
き
て
い
る
（
文
化

露
寇
）。
幕
府
は
千
島
や
樺
太
の
開
発
を
急
ぎ
、
嘉
兵
衛

は
幕
府
か
ら
「
蝦
夷
地
定じ

ょ
う

雇や
と
い

船
頭
」、
い
わ
ば
お
抱
え
船

長
に
任
命
さ
れ
た
。
有
名
な
間
宮
林
蔵
の
樺
太
探
検
（
一

八
〇
八
年
）
の
船
も
、
嘉
兵
衛
が
提
供
し
た
も
の
だ
。

　

と
こ
ろ
が
一
八
一
二
年
、
嘉
兵
衛
は
国
後
島
沖
を
航
行

中
に
ロ
シ
ア
軍
艦
に
拿
捕
さ
れ
て
し
ま
う
。
は
る
か
遠
く

の
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
ま
で
連
行
さ
れ
、
八
カ
月
に
及
び
抑
留

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
文
化
露
寇
の
余
波
だ
っ
た
。

　

し
か
し
嘉
兵
衛
は
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
で
ロ
シ
ア
の
指
揮
官

リ
コ
ル
ド
と
直
接
交
渉
し
、
当
時
松
前
に
抑
留
さ
れ
て
い

た
ロ
シ
ア
艦
長
ゴ
ロ
ー
ニ
ン
の
釈
放
を
幕
府
に
働
き
か
け

る
こ
と
を
買
っ
て
出
た
。
嘉
兵
衛
の
命
を
懸
け
た
誠
実
な

交
渉
に
よ
っ
て
、
ゴ
ロ
ー
ニ
ン
と
嘉
兵
衛
の
双
方
の
釈
放

が
実
現
し
、
日
露
の
衝
突
は
避
け
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。

　

こ
う
し
て
、
リ
ス
ク
を
恐
れ
な
い
不
屈
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
、
そ
し
て
常
に
時
代
の
ニ
ー
ズ
を
と
ら
え
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
な
い
的
確
な
情
勢
判
断
で
、
文
字
通
り

荒
波
を
乗
り
切
っ
て
き
た
人
生
だ
っ
た
。
そ
の
軌
跡
は
、

現
代
の
我
々
に
も
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
。
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